


ここに，κ=2πb/L, λ=a/b であり，前者は構造物半径と波長の比に，後者は構造物半径と変位を固定した

半径の比に関係している．また，p0 は作用せん断応力の振幅（p(z)=p0sin(kz)）であり, νは地盤のポアソン

比である．r=bにおける最大変位を wmaxとして, 地盤バネ定数 kを k=-2πbp0/ wmaxで定義すれば，式(5)が得

られる．

　　　k=α G 　                                                                           (5a)

　　　α=4πκ/{-f(κ,λ)}　　　　　　　                                                     (5b)

　    f(κ,λ) (L/2π)3 p0 = a0I0(κ)+b0K0(κ)+a1{κI1(κ)+4(1-ν)I0(κ)}+b1 {κK1(κ)-4(1-ν)K0(κ)}　　　(5c)

である. すなわち，f(κ,λ)は(L/2π)3 p0=1として式(4)の連立方程式を解いたとき, 式(5c)の右辺の値である．

　式(4)および(5)から軸方向地盤バネ定数は，地盤のせん断弾性係数 G，地盤のポアソン比ν，構造物直径

に対する波長の比 L/2bおよび構造物半径に対する変位固定の半径の比λに関係することがわかる．

3.数値計算結果

図-2 に数値計算結果を示す. ポアソン比を一定にしたケースとλを一定にしたケースを示しているが, い

ずれも構造物直径に対する波長の比が小さくなるほど, せん断弾性係数に対する地盤バネ定数の比αが大き

くなることがわかる. また、波長が大きくなるとαが一定値に近づく傾向がみられるが, その値は波長を無

視したときの値１）（λが 5,10,20 および 50 でそれぞれ 3.903,2.729,2.097 および 1.606）に等しくなっている.

図-2より, L/(2b)が 10のとき波長を無視したバネ定数の 2～3倍程度, 一方 L/(2b)が 100でほぼ波長を無視し

たバネ定数になること示されている. 図-2(d)は, λを一定にしてポアソン比の影響を示しており, ポアソン

比が大きくなるほどαが大きくなる傾向がみられるが, 図示したポアソン比の範囲内ではポアソン比の変化

の影響は小さいことがわかる.

　　　　　　(a)ポアソン比一定（ν=0.3）                    　(b)ポアソン比一定（ν=0.4）

            (c)ポアソン比一定（ν=0.45）                        (d)λ一定（λ=10）

図-2　地盤バネ定数と波長の関係
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